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茶新品種『はるもえぎ 』の特性
（旧系統名：宮崎１８号）

宮崎県総合農業試験場 茶業支場育種科

連絡先 0983-27-0355

１ 「はるもえぎ」のセールスポイント
(1) 萌芽期・摘採期が「やぶきた」より２日程度遅い中生の品種です。
(2) 色沢が優れ、香味がすっきりとしているのが特徴です。
(3) 「やぶきた」に比べ、アミノ酸含有率が高く、タンニン含有率が低い品種です。
(4) 輪斑病・炭疽病抵抗性が、「やぶきた」に比べて強化されています。

２ 育成経過
(1) 育成地 宮崎県総合農業試験場茶業支場

（農林水産省 茶育種指定試地）
(2) 交 配 1981年(S56年)
(3) 登 録 茶農林51号(H15年)

種苗登録 出願中
(4) 交配組合せ

やぶきた
Ｆ１ NN27

静在16 はるもえぎ
（静岡在来選抜） ＭＥ52

（宮崎在来選抜）

３ 「はるもえぎ」の特性
「はるもえぎ」の新芽

(1) 形態的特性
①樹 姿 ：直立型
②株張り ：やや小
③葉の形 ：楕円形
④葉の大きさ： 中
⑤葉 厚 ： 中
⑥葉の色 新葉：淡緑色

成葉：淡緑色

(2) 生態的特性
①樹 勢 ：やや強
②挿し木発根性：良好
③一番茶萌芽期：「やぶきた」比 +2日

(3) 収量特性
収量は「やぶきた」並み

「はるもえぎ」の特性
（良･強＝5～1＝弱･劣）

４ 栽培・加工上の注意点
(1) 株張りがやや小さいので、複条植えにして株張りを確保する必要があります。
(2) 赤焼病やクワシロカイガラムシには弱いので注意が必要です。


